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思いやりコミュニケーションのための 

呼吸変動情報伝達 
 

木下 雅斗†  西本 一志† 
 
呼吸の変化は，心理状態の変化を反映する．そこで遠隔地間コミュニケーションにおい
て，相手の日常における心理状態を思いやったコミュニケーションを可能とするために，
相手の呼吸の変動を一目で見て取れる形で伝達提示する，日常状況伝達メディア
HAAHAA を提案する．本稿では HAAHAA のシステム構成について述べるとともに，2
組の被験者によるユーザスタディによって，提案手法の有効性と問題点を検討する． 

 

A Considerate Communication Medium by 
Conveying Variation of Breath 

 

Masato Kinoshita† and  Kazushi Nishimoto† 
 
Variation of breath reflects mental states. Therefore, in this paper, we propose a novel 
communication medium named “HAAHAA,” which transmits accumulated variation 
data of breath and shows it in an at-a-glance-able manner. As a result, HAAHAA 
conveys usual mental states, which allows users to have considerate communications. 
This paper describes the setup of HAAHAA, illustrates user studies with using two 
subject couples, and discusses its effectiveness and problems. 

1. はじめに  

近年，インターネットの普及と共に，コンピュータや携帯電話を利用したコミュニ

ケーションツールが発達し，遠隔地間コミュニケーションを容易に行うことが可能と

なってきた．しかし，依然として遠隔地間コミュニケーションには多くの問題が残さ

れている．その 1 つとして，非言語情報が十分に伝わらないため，対話中における互

いの対話状況の把握が困難であるという問題があり，これまでその解決に向けた多く

の取り組みがなされてきた．たとえば相手の視線情報の伝達は，ClearBoard[1]をはじ
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めとして，非常に多くの試みがある．また Tangible Chat[2]は，テキストチャットにお

ける打鍵時の振動を伝達することにより，相手の文字入力状況や感情を伝達している．

このように，従来，遠隔コミュニケーションにおいて伝達が試みられてきた対話状況

は，主として対話相手の「対話中における状況（対話時状況）」であった． 
しかしながら，コミュニケーションにおいては，「対話中以外の状況（日常状況）」

も重要な役割を果たす．たとえば，相手がその日１日大変な仕事をこなしてきたこと

を知っていれば，「今日は本当にお疲れ様でした」といういたわりの言葉をかけるこ

とができる．このような相手の日常状況を考慮したコミュニケーションは，家族など

の身近な人々との間ではごく自然に行われている．ところが，遠隔地にいる人につい

ては，相手の日常状況を把握することはそもそも困難である．このため，疲労してい

る相手に電話でいきなりめんどうな仕事を依頼するような，意図せざる思いやりに欠

けた行為が発生し，無用なトラブルを招くことがある． 
現在のところ，対話相手の日常状況の把握を支援する試みは少ない．Mobile 

Feelings[3]や Lovelet[4]などは，常時接続通信を用いて非言語的な情報や環境情報を常

時伝達することにより，互いの日常状況を伝えている．しかし，このような常時伝達

手段で伝えられるのは連続的な「今の状況」である．これは，相手の日常状況を把握

するために，常時伝達される「今の状況」を意識し続けなければならないという，非

意図的コミュニケーションの意図化という矛盾を招く．このような意図的通信の常時

化は，心理的負荷の点でも現実的ではない． 
本研究の目的は，遠隔地にいる対話相手の日常状況を，常時伝達手段に依らずに，

送信側・受信側の双方において低い心理的負荷で伝達しあうことを可能とする新たな

コミュニケーションメディアを実現することにある．本研究では，日常状況把握のた

めの手段として呼吸の変化に着目する．坂本ら[5]は，「生命維持機能としての呼吸現

象は不随意的であり生理的必要に応じてその速さと深さを変える．（中略）また心理

的負荷に連動して無意図的に変動する．悲しくて泣いているときの息遣いは，情動の

身体的表出の一局面といえる．」と，呼吸の変化と情動の表出に関連があることを指

摘している．また呼吸の変化は，近傍にいる他の人に容易に感じとられる．情動は，

心拍や皮膚抵抗値，脳波などのその他の生体情報にも現れるが，これらの生体情報は

特殊な装置を使用しなければ人間には感知できない点で，自然な状況把握手段として

は適切でない．加えて，呼吸変化は近傍の人に感知されることが当然であるため，こ

れが取得されて相手に伝達されることに対する送信側の心理的負荷も低いと思われる．

以上のように，情動が自然に表出され，かつ人が容易かつ自然に感知可能であり，デ

ータを取得伝達されることに対する抵抗感も低いため，我々は日常状況の獲得対象と

して呼吸を選んだ． 
本稿では，「呼吸変化に基づく日常状況伝達メディア」を提案する．本メディアは，

試作した簡易な呼吸センサによって，呼吸の深さと速さに関する呼吸データを常時取
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得する．こうして取得したある期間（たとえば今日1日や，今までの1時間など）の呼

吸データを，過去に蓄積した「普段の呼吸データ」と比較することにより，普段の呼

吸からの変化を表す呼吸変動情報を求め，これを一目で容易に見て取れる形で表現し

て相手に伝達するものである．本メディアを用いたユーザスタディを実施し，その結

果から本メディアの有用性と問題について検討する． 

2. 日常状況伝達メディアHAAHAA 

本章では，呼吸変化に基づく日常状況伝達メディア“HAAHAA (Humor Awareness 
Acquainting Harness by Abstracting Aspiration data)”について述べる． 

2.1 送信側：HAAHAAの構成と呼吸変動情報の導出方法 

構築した HAAHAA の全体構成を図１に示す．送信側ユーザは，筆者等が作成した

呼吸センサを装着し，呼吸データを常時サンプリングする．本研究は医療を目的とす

るものではなく，おおよその呼吸の速さと深さが得られれば十分であるので，取得す

る呼吸データの精度は特に高い必要はない．このため，呼吸センサは簡易な手段で自

作した．センサ本体には，株式会社ポリテックデザイン製の導電性可変抵抗ゴム「ワ

ンダーチューブ」を使用し，呼吸に伴う胸郭の膨張・収縮運動をゴムの伸縮に伴う電

気抵抗の変化に変換し，PIC マイコンによって 40Hz のレートで電圧の変化としてサン

プリングし，AD 変換した結果をパソコンに送信する． 
パソコン上では，受信したデジタル変換された電圧情報を平滑化したのち，１回の

呼吸（息をいっぱいに吸いきった状態から呼気し，息を吐ききった状態から吸気して，

再度息をいっぱいに吸いきった状態まで）における呼吸データ，すなわち 1 呼吸毎の

速さと深さを求める．呼吸の速さは，電圧のある極小値からその次の極小値までの時

間の逆数として求める．また呼吸の深さは，電圧のある極小値と，その直後の極大値

の電圧差の絶対値と，その極大値とその直後の極小値の電圧差の絶対値の和として求

める．こうしてサンプリング期間中の全呼吸に関する呼吸データを求める．ついで，

速さと深さのそれぞれについて最頻値 X を求め，その最頻値をもとに，通常の標準偏

差を求めるのと同様の方法で偏差 σを求める．ただし，呼吸の深さについては，最頻

値 X が極端に左に偏った分布（歪度>>0）となるため，深さデータに対しては開平変

換を施すことで歪度を 0 に近づけるよう補正した．こうして得られる X + 1σ および 
X – 1σ の 2 つの閾値によって，速さと深さのそれぞれを 3 つの領域に分割し，両者

を組み合わせて得られる 9 つの領域（図 2 参照）それぞれについて呼吸データの度数

を求める．なお，度数は 9 つの領域の和が 1 になるように正規化する． 
以上の手段で，サンプリング期間における呼吸データについて，速さと深さの 2 つ

の次元に基づく度数分布（以下，「サンプリング期間の呼吸データ」と略す）を求める．

全く同様の方法で，あらかじめ長期間にわたる呼吸データを蓄積し，その度数分布デ

ータを求めておく．これを「普段の呼吸における呼吸データの度数分布（以下，「普段

の呼吸データ」と略す）」とする．受信側ユーザに対しては，サンプリング期間の呼吸

データのみを提示するのではなく，サンプリング期間の呼吸データと，普段の呼吸デ

ータとの差異を伝達・提示する．この差異は，図 2 に示す 9 つの領域のそれぞれにつ

いて，以下の式によって求める： 

 
( )
( )ifreq

ifreq
dif

usual

sampling
i 2log=     (1) 

ここに， idif は図 2 上の i 番目の領域（1≦i≦9）におけるサンプリング期間の呼吸デ

ータの度数と普段の呼吸データの度数との差異， ( )ifreqsampling  は，i 番目の領域にお

けるサンプリング期間の呼吸データの度数， ( )ifrequsual は，i 番目の領域における普段

の呼吸データの度数である．以上で 9 つの領域それぞれについて得られた，普段との

差異をまとめて「呼吸変動情報」と呼ぶ． 

 
図 1 HAAHAA の全体構成 

情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report

2 ⓒ2010 Information Processing Society of Japan

Vol.2010-HCI-137 No.2
2010/3/19



2.2 受信側：呼吸変動情報の提示方法 
受信側に対し，図 2 に示す各領域における idif の値をそのまま数値で提示すると，

直感的な可読性が低下する．そこで，受信側へは， idif の値を色に変換して提示する

こととした． idif の値と色の対応を図 3 に示す． 2.02.0 ≤≤− idif ならばほぼ普段と

の差異は無いとみなし，白で表現する． idif が 0.2 以上の値となる場合は，普段より

も当該領域の頻度が多いとみなして赤く表現し， idif の値が大きくなるほど濃い赤で

表現する．逆に idif が-0.2 以下の値となる場合は，普段よりも当該領域の頻度が少な

いとみなして青く表現し， idif の値が小さくなるほど濃い青で表現する．図 4 に，実

際に受信側に伝達・提示された呼吸変動情報の実例を示す．図 4 の例では，全般に深

くて速い呼吸が普段より多く，かつ浅くて速い呼吸と深くて遅い呼吸が普段より少な

いことが即座に見て取れる． 
本システムは，このようにあくまで呼吸変動に関する客観的な差異に関するデータ

を見やすい形で伝達提示するだけであり，呼吸変動のあり方から情動や状況を推測す

ることはしない．情動や状況の推測は，あくまで受信者に任せている．たとえば図 4
の例では，深くて速い呼吸が普段より多いことから，何かに興奮している可能性もあ

るが，スポーツをして激しい呼吸をしているだけという可能性もあり，解釈の可能性

は多岐にわたり，個人的事情によってその解釈は変化するので，一般的な解釈を求め

ることは現実的ではない．ゆえにこれをシステムが推測して「興奮しています」など

と提示することは，日常状況に関する誤解を招く可能性を高めるため，好ましくない．

親しい関係にある者であれば，たとえば「この時間はちょうどサッカーサークルの活

動時間である」というようなことがおおむねわかっているので，その場合図 4 の呼吸

変動情報から「サークル活動をがんばっているな」ということを適切に推測できるで

あろう． 

3. 評価実験 

HAAHAAの有効性と問題点を検証するために，ユーザスタディを実施した．

HAAHAAのユーザとしては，互いに親密な関係にある者を想定しているので，今回は

カップル2組を被験者とした．1組目のカップルAは，男性Am（25歳）が筆者らの所属

する大学院の学生であり，女性Af（23歳）が東京の大学生であり，遠距離恋愛の関係

にある．2組目のカップルBは，男性Bm（24歳）が本稿第1著者，女性Bf（22歳）が筆

者らの所属する大学院の近くにある他大学の学生であり，日常的によく会っている近

 

図 3 idif の値と色の対応 

 
図 4 受信側で提示される呼吸変動情報の実例 

=idif 0.2 0.6 1.0-0.2-0.6-1.0

 
図 2 呼吸の速さと深さの 2 つの次元に基づく 9 つの領域 

σ
σ

-σ

-σ

X
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i=4 i=5 i=6

i=7 i=8 i=9

速さ

深さ
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距離恋愛の関係にある． 
今回の評価実験では，各ペアの男性から呼吸データを取得し，求めた呼吸変動情報

を女性に送信する形態のみとした．逆方向の実験を実施しなかったのは，センサの装

着負荷の問題と，センサ装置のメンテナンスのために，センサ装着者を筆者らの所属

する大学院の男子学生に限定したかったためである．現状のセンサ装置は有線でPIC
マイコンと接続されており，装着中は移動などが困難であるため，24時間装着し続け

ることは難しい．そこで今回は1日1時間ずつ呼吸データを取得することとした． 
まず，男性被験者の呼吸データを毎日1時間ずつ7日間取得し，これを総合して普段

の呼吸データを求めた．続いて，男性被験者の呼吸データを毎日1時間ずつ，やはり7
日間取得し，各日の呼吸データと，先に求めた普段の呼吸データとから呼吸変動情報

を毎日求め，図4に示した提示手法による画像データとして女性被験者にメールで送信

した．なお，男性被験者の呼吸データの取得タイミングは，男性被験者が所属する研

究室の自席に到着して作業を行い始めた直後の1時間とした． 
呼吸変動情報を送信する都度，男性・女性両被験者に対しアンケートを実施した．

アンケートは，形容詞への評価と自由記述の 2 つからなる．形容詞は，Matthews, J.ら
が開発した UWIST 気分形容詞チェックリスト（UMACL）に採用されている 24 の形

容詞を採用し，5 件法で回答してもらった．UMACL を用いたアンケート用紙を，図 5
に示す．UMACL はエネルギー覚醒（形容詞 1～8），緊張覚醒（形容詞 9～16），お

よび快感度（形容詞 18～24）の 3 因子からなり，自律神経活動やパフォーマンスとの

相関が報告されている[7]．本研究における呼吸が表す気分の評価に適していると考え，

UMACL を採用した． 
男性被験者には，呼吸データ収集中の心理状態を UMACL 尺度で表現してもらい，

自由記述形式で実験中の作業内容と自分の心理状態について記述してもらった．女性

被験者には，送られてきた呼吸変動情報の色彩情報からパートナーの心理状態を推測

して UMACL 尺度で表現してもらい，同時に推測したパートナーの心理状態について

より具体的に自由記述形式で答えてもらった．男性被験者が回答した実際の心理状態

と，女性被験者が推測した男性被験者の心理状態を比較することで，呼吸変動情報に

よる心理状態の推測の可能性を検証する． 

4. 結果と考察 

4.1 呼吸変動情報と自由記述の事例に基づく検証 
取得した呼吸変動情報から，紙幅の都合によりここではそのうちの事例を3つだけ紹介する．

図6～8は，被験者Amの実験初日から3日目までの呼吸変動情報を示す．併せて，Am・Af両
被験者による自由記述を示す．図6と図7の呼吸変動情報は，浅い呼吸が普段よりかなり多く，

深い呼吸が普段より減少している状態を示しており，両者は非常に類似している．一方，図8
の呼吸情報は，逆に深い呼吸が普段より増加し，浅い呼吸が減少している状態を示している．

Amは，1日目と2日目については特にイライラすることもなく落ち着いていたことを述べており，

AfはAmの状態について体調は良さそうでストレスはあまり溜まっていないようだと推測してい

る．これに対し，Amは3日目についてプレッシャーと焦りがあることを述べており，AfはAmの

状態について不安やストレスを感じていそうであると推測している． 
このように，Amが似たような心理状況にあるときは，ほぼ同じパターンの呼吸変動情報が

提示され，心理状況が変化したときは，異なったパターンの呼吸変動情報が提示されている．

これは，呼吸変動情報に心理状況が反映されている結果であると言える．また，Afは呼吸変

動情報から，1日目と2日目ではほぼ同じ状況を推測しているのに対し，3日目では異なる状

況となっていることを推測している．しかもAfの推測はおおむねAmの実際の状況に近いもの

となっている．この結果は，本研究で提案した呼吸変動情報が，相手の日常状況を推測する

手がかりとして有効なものであることを示している． 
ここで興味深いのは，浅い呼吸が多いときに「ストレスは少なそう」と推測し，深い呼吸が多

いときに「ストレスや不安を感じていそう」と推測している点である．おそらく，常識的にはこれ

 
図 5 UMACL の 24 個の形容詞を用いたアンケート用紙 
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は逆であり，一般には深い呼吸が多いときに「ストレスは少なそう」と推測するであろう．このよ

うな逆の判断となっているのは，やはり恋愛中のカップルであるため，相手の特徴をよく理解

しているからであろうと思われる．このように本メディアが提供する情報は，相手の日常状況を

把握するための有力な手がかりとなるが，その解釈には各個人の特徴を把握していることが

必要であり，メディア側で呼吸変動情報を一般的な解釈に翻訳して提示することが不適切で

あることが示されたと言える． 

4.2 形容詞評価の結果に基づく検証 
各カップルの男性被験者および女性被験者それぞれによる形容詞評価の結果を照合し，

両者の一致度合いを求めた．なお，被験者には5件法による評価を求めたが，ここでは評価

値1と2および4と5をまとめてそれぞれ同値とみなし，全部で3種の評価値に変換して一致度

合いを求める．また，評価値3についてはよくわからない場合を含んでいるので，両被験者の

評価値がいずれも3であった場合については一致とはみなさないものとする． 
図9に，両カップルそれぞれについて，24の形容詞のうちいくつの形容詞に対する評価が

一致したかを，7回の実験毎に求めた結果を示す．カップルBの1回目については，16の形容

詞（66.7%）で一致し，比較的高い一致率となっているが，それ以外ではあまり高い一致率と

なっていない．そこで，各形容詞について一致数と不一致数（不一致とは，一方が1または2と
評価したのに対し，もう一方が4または5と評価した場合を言う）を調査した．図10にカップルA
に関する結果を，また図11にはカップルBに関する結果を示す．青のプラス側の棒が一致数

を，赤のマイナス側の棒が不一致数を，そして緑の棒が一致数と不一致数の差を，それぞれ

示している．図10と11に見られるように，ほとんどの形容詞について一致と不一致の両方のケ

ースがあり，単一の形容詞レベルという小さい粒度での一致はかなり難しいことが伺える． 

 
図 6 カップル A の 1 日目の呼吸変動情報と自由記述アンケートの内容 

 

図 7 カップル A の 2 日目の呼吸変動情報と自由記述アンケートの内容 
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に作業中にイライラすることもなく，ただ淡々と時間が
過ぎていった感じ． 
Am の作業内容：修士論文の執筆及び，それに伴う
データ処理．あと音楽を聞きながら作業をしました．途
中で携帯も弄ったかな．移動はしていません．ずっと
椅子に座っていました． 
Af が想像した Am の心理状態：身体の調子はよく，
元気そう．あまりストレスや疲れは溜まっていなさそう．
ゆっくり一服できるような時間はなかったのかな． 

Am の実験中の心理状態：特にイライラすることなく作
業をした．途中で周りの人たちの話に少し笑って愉快
な気分になった瞬間があるが，それ以外はいたって
平常であった． 
Am の作業内容：修論執筆，ウェブサーフィン，音楽
鑑賞，周りの人たちと雑談．移動はしていない． 
Af が想像した Am の心理状態：体調は比較的良さそ
う．ちゃんと睡眠＆食事できてるってことかな．まったり
する時間はあまりなかったと思った．でも精神的には
余裕があって，友達と大笑いしている所が頭に浮か
んだ．修論でストレスが溜まってるかと思ったけど，そ
れ程でもないのかな． 

 
図 8 カップル A の 3 日目の呼吸変動情報と自由記述アンケートの内容 

 
図 9 24 の形容詞に対する評価が男性被験者と女性被験者とで一致した個数 
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していない． 
Am の作業内容：ウェブサーフィン，喫煙所で喫煙，
音楽鑑賞．今回は座っているだけではく，開始 10 分
くらいに喫煙所まで徒歩でいき，タバコを吸った．その
後はずっと椅子に座って作業をした． 
Af が想像した Am の心理状態：睡眠時間が不規則
or 不足かな．何かからストレスや不安を感じてるかも．
普段より多くタバコを吸ったりして気を落ち着かせて
気分転換してそう．長時間何か 1 つのこと（修論書い
たり，本読んだり）に集中してはいないのかと思った． 
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カップルAについて（図9）は，「安らかな気分である」「穏やかな気分である」「満ち足りてい

る」「緊張している」「愉快である」「幸福な気分である」の6つについて完全に一致した．反面

「おっくうな気分である」と「気分がふさいでいる」の2つについては完全に不一致となった．こ

の結果は，カップルAの女性被験者Afは，ポジティブな気分をおおむねうまく読み取っている

が，ネガティブな気分はうまく読み取れていないことを示唆している．一方，カップルBについ

て（図10）は，全般に一致と不一致の散らばりが多く明確な傾向を読み取れないが，「愉快で

ある」と「積極的である」で完全に一致し，「快活である」でも比較的高い一致率となっており，

カップルBの女性被験者Amも，やはりポジティブな気分をやや読み取り易いように思われる． 
 以上の結果が示すように，呼吸変動情報から単一の形容詞レベルの粒度で細かく相手の

状況を読み取ることはかなり困難であるが，ポジティブな気分については多少読み取れる可

能性があることが示唆された．しかし，4.1節で示したように，自由記述での回答では，かなり

的確に相手の状況を推測している．このことから，呼吸変動情報は，個別の気分を分析的に

判断するためにはあまり有用ではないが，直接に総合的な判断に基づく推測をするためには

有用であると考えられる． 

 
図 9 カップル A における各形容詞についての一致数と不一致数 
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図 10 カップル B における各形容詞についての一致数と不一致数 
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4.3 評価実験の心象評価アンケート結果 
呼吸変動情報受信者（女性被験者）2名のアンケート結果を表 1に示す．この結果から，呼

吸変動情報はやや見にくいが（質問 3），相手の心理状態を推測する手がかりとしてはおおむ

ね機能していたことが示された（質問 1 と 2）．また，呼吸変動情報を受け取ることで，相手の

一日の様子が気になり，相手のことをより気にかけるようになることもわかった（質問 4～6）． 
また両者のアンケートの自由記述によると「9 種類の領域からパートナーの心理状態を推測

しましたが，1 つの領域から真逆の心理状態が考えられることも多々あったので，ある程度パ

ートナーの連絡が取れる上で，よりパートナーの心理状態を知るための補助要素として今回

のデータは有用かなと思いました．」，「忙しいかリラックスしているまたは落ち込んでいる，な

どざっくりとしたことしかわからないです．細かい状況を予測することは難しいと思いました．」と

いう回答があった．特に 2 つめのコメントは 4.1 節と 4.2 節から導いた「個別の気分を分析的に

判断するためにはあまり有用ではないが，直接に総合的な判断に基づく推測をするためには

有用」という結論を裏付けるものであると言える．このように呼吸変動情報は，それのみで相手

の心理状態を推測しようとするのではなく，あくまで心理状態推測の補助的な手掛かりとして

利用することが適切であると考える． 

5. 関連研究 

5.1 行為への自然な感情の表出に着目した印象形成支援 
藤原らは「書き手の感情をグラフィカルに表現する BBS の構築」において，感情表現 BBS

を構築している[8]．ユーザが掲示板に書き込む際の文章を入力するスピードや，文字削除キ

ー（BackSpace・Delete キー）を使用する頻度等から, 利用者の感情を取得している．これらの

情報と文中に挿入される顔文字から利用者の感情を判定することで，書き込まれたテキストと

掲示板の背景画像を変化させる BBS を構築している．しかし，これらの情報から的確に文章

作成者の感情を判定することは，やはり困難であると思われる．さらに，判定された感情をテ

キストの装飾に変換しているが，提示された装飾から受け取られる感情にも多様な幅が存在

しうる．このように，システムが感情を推測する手法には，正確さや有用性の面で疑問が残

る． 
 本研究で提案するシステムHAAHAAは，心理状態を推測するための手がかり情報として客

観的な呼吸変動情報を伝えるのみであり，その解釈は受信者に任せている．このような手段

をとったのは，対面時コミュニケーションにおいて，相手の表情や口調，さらには息づかいな

どの非言語情報から，相手の心理状態を推測することはごく自然な行為であるためである．

HAAHAAは，これと同様な人による推測を，遠隔地間でも可能とすることを目指したものであ

る． 
5.2 心理状態の推定に生態・生理情報を用いた研究 
宮下らは「複合的な生体情報解釈システムによる感性情報マッピング」を提案し，生態情

報を測定できる MPIMS を作成している[9]．宮下らの研究では，生体情報の変化の有意差か

ら設定した重みを保持するマッピング行列を作成し，複数の感性情報を客観的かつ数値的

に推定する手法を用いた，複数の生体情報を同時に測定できる MPIMS を作成し，脳波，

呼吸，心拍，皮膚コンダクタンスから緊張，集中，眠気，リラックス，嫌悪，喜びの 6 種類の感

性を推定することが可能である． 
 平山らは，「眼球運動の変化に基づく心理状態の推定」で，眼球運動と心理状態との関係

を明らかにすることを目的とし，従来から心理状態を反映するとされている心拍，呼吸，皮膚

電気活動と同時に眼球運動を計測し，解析を行っている[10]．呼吸量の計測には，日本光

電社製，サーミスタ呼吸ピックアップTR- 611T，カプラ用アンプAA-601H を使用している．ピ

ックアップの装着部位は鼻であり，ピックアップ尖端の換気量を測定することができる． 
以上のシステムを含む様々な研究では，カメラで認識した顔の表情や眼球の動き，脳波・

心拍・GSR（皮膚電気反射）などの様々な生理情報を感情情報に翻訳して，相手に伝達する

システムが構築されている．しかし，これらの生体・生理情報と心理状態の関係には，やはり

大きな個人差があるため，特定のケースを除いて正確に心理状態に「翻訳」することが難しく，

誤訳による誤解が生じるという問題がある． 
そこで，本研究では，取得した生体・生理情報をそのまま，あるいは翻訳を伴わない形で

圧縮して相手に伝え，その翻訳は受信者自身に任せる手段を用いた． 
5.3 生体・生理情報を常時伝達する試み 
Christaら[3]は，心臓の鼓動と頻度，そして呼吸情報をリアルタイムに伝達する遠隔地間コ

ミュニケーションデバイスMobile Feelingsを提案している．このデバイスを身につけることで，

常にパートナーと身体状況を共有でき，相手の心理状態を推測することも可能になるとしてい

表 1 女性被験者 2 名によるアンケートへの回答 
質問 Af の回答 Amの回答 

1 
呼吸変動情報はパートナーの心理状態を推測す

るのに役立ちましたか 
ふつう 役に立つ 

2 
呼吸変動情報を見ることで直感的にパートナー

の心理状態を推測できましたか 
少しできた 

少 し でき

た 
3 呼吸変動情報は見やすかったですか 見にくい ふつう 

4 
呼吸変動情報を見ることでパートナーの 1日の様

子が気になりましたか 
とても気に

なった 
気 に なっ

た 

5 
呼吸変動情報をもとにパートナーの心理状態を

推測することで心配することはありましたか 
あった 

少 し あっ

た 

6 
呼吸変動情報をもとにパートナーの心理状態を

推測することで安心することはありましたか 
少しあった 

少 し あっ

た 
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る．しかし，いくら親しい相手であっても，常時相手の心拍や呼吸情報を受信し続けることは

負荷が高く，かえってコミュニケーションを阻害する要因になってしまうと危惧される． 
本研究においては，Christa らと同様に呼吸情報を用いるが，その取得・伝達にあたっては，

情報を圧縮し，低負荷で必要十分な心理状態アウェアネスを伝達可能とすることを目指し

た．  

6. 結論 

本論文では，呼吸の変動情報を利用した心理状態アウェアネスを伝達することによる，遠

隔地にいるパートナーの日常状況の推測を支援するメディア HAAHAA について述べ，被験

者実験によってその有効性と問題点を検討した．呼吸の状態を判定する材料として，呼吸の

「速さ」と「深さ」に着目し，呼吸の深さと速さに関する当日の呼吸と普段の呼吸との差異を直

感的に把握できるようにする呼吸変動情報の提示手法を考案した． 
評価実験の結果，呼吸変動情報の受け手が送り手の心理状態を詳細に推測することは困

難だが，大まかなレベルでは推測可能であることを確認できた．女性被験者のアンケート結

果より，呼吸変動情報を見ることである程度はパートナーの心理状態を直感的に推測するこ

とが可能であることが分かった．また，呼吸変動情報を基にパートナーの心理状態を推測す

ることで，パートナーの一日の様子が気になり，パートナーの心理状態を気にかけるきっかけ

となることも分かった．  
 以上の結果から，パートナーの日常状況の伝達と，それに基づく思いやりコミュニケーション

の誘発のために，本研究で提案した日常状況伝達メディア HAAHAA の基本的な有効性が

確認できたと考える． 
なお，男性被験者に対するアンケートで得られた回答において，呼吸センサの装着による

被験者の負担の大きさが指摘された．そのため，呼吸センサを無線化・小型化することで持

ち運びしやすくする必要がある．また，今回の評価実験では，男性被験者が呼吸センサを装

着して呼吸変動情報を作成し，女性被験者がパートナーの心理状態を推測している．今後

は男性被験者と女性被験者の担当を入れ替えて実験を行うことも試みたい． 
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